
令 和 元 年 度 

民生常任委員会 行政視察報告書 
 

【視察先】 福岡県大野城市（市役所庁舎４階 全員協議会室） 

【視察日時】 令和元年１１月６日（水） １５時００分～１６時３０分 

【視察内容】 「健康寿命を延ばす取組みについて」 

【対応者】 大野城市長寿社会部すこやか長寿課 帖地節子課長 

       大野城市長寿社会部すこやか長寿課健康長寿担当 小野春奈係長 

【報告者】 青木 崇 

 

１ 説明内容 

  大野城市では「市民の健康寿命を延ばす為の諸政策」に早くから取り組んでいること 

から、同市の具体的取組みを学ぶべくこの度の行政視察の目的地に選定。以下に説明 

内容を記す。 

① 生活習慣病予防の取組み 

ア）健康増進教室 

健康指導士が一人一人の体力や健康状態にあった運動を指導 

対象者】４０歳以上の市民、及び市内に通勤している方 

会 場】すこやか交流健康増進室 

期 日】月・水～土曜日 ９：００～１８：００ 

料 金】１回につき２時間３００円 

必要なもの】・１年以内の特定検診結果 

      ・治療中の方は主治医の許可 

内 容】専門トレーナーの指導の下、自転車漕ぎやランニングマシンによる 

ウォーキングやストレッチ、筋力トレなど。 

 

イ）健康運動教室 

より身近な場所で気軽に運動して貰う為の教室 

対象者】４０歳以上の市民 

会 場】市内の各コミュニティーセンター（４箇所） 

料 金】１コース １，０００円 

内 容】５月～ ７月（全１０回）「初心者のための運動教室」 

    ９月～１１月（全１０回）「からだスッキリ原料教室」 

    １月～ ３月（全１０回）「ロコモ予防からだ整え教室」 

 

 



ウ）健康度測定 

個々人の体力に合った運動処方を作成する 

対象者】４０歳以上の市民及び市内に勤務している方 

会 場】すこやか交流プラザ健康増進室及び南コミュニティーセンター 

期日】５月・７月・９月・１１月・１月・３月 

料金】１，８００円 

必要なもの】・１年以内の特定検診結果 

      ・治療中の方は主治医の許可 

内容】自転車漕ぎによる全身持久力測定、握力、バランス、柔軟性、血圧測定 

などを行い個人にあった適切な運動処方を作成 

 

エ）歩く健康づくり 

ウォーキングによる健康づくりを推進する為「歩こう運動記録カード」を 

作成、歩いた距離によって目盛りを塗りつぶしてもらう。また、歩いた距離の 

達成度合いによって認定書や記念品を進呈することで、やる気や目標を促す。 

 

オ）健康づくりインセンティブ事業 

市民の健康意識の更なる向上の為、令和元年６月よりインセンティブ制度を 

導入。内容としては健康診査や癌検診、健康講座等の事業に参加された方に対

し「健康ポイント」を付与、付与された参加者はポイントに応じた特典を受け

ることができるというもの。 

特典内容】傾向増進室１回体験無料券、健康栄養クッキング教室無料参加券、 

     大野城市 PR キャラクター「大野ジョー」キャラグッズ、商工会発行 

の商品券など 

 

カ）健康栄養クッキング教室、及び男性初心者向け料理教室の開催 

生活習慣病を患っている方を対象に、自分の体に合った食生活について講話と 

調理実習を行う。また、生活習慣予防、改善の為の食生活を学んで貰う目的で 

料理初心者の男性を対象とした教室も開催している。 

 

キ）「食生活改善推進委員会」の活動 

大野城市には社会福祉協議会や老人クラブ、また民生児童委員など協力のもと

「食生活改善推進委員会」を組織、約５００名の委員が市内２５箇所の公民館

で、様々な活動を行っている。 

・３歳児検診時に朝食の啓発 

・健康食育フェスティバルで「減塩具だくさん豚汁」を提供 

・各区において地域の方を交えた栄養講話と調理実習の勉強会 

 



ク）電話・来所面談・家庭訪問・郵送による個別指導 

市保健師と栄養士が過年度直近の検診結果を確認、血糖値や血圧が高い方にレ

セプトをチェック、未受診者やコントロール不良者に様々なアプローチ方法で

接触し受診や生活習慣の改善を呼びかける。 

 

ケ）筑紫地区糖尿病等医療連携推進事業 

平成３０年度より、筑紫医師会、筑紫保健福祉環境事務所と連携し、糖尿病が

重症化するリスクの高い医療機関の未受診者、治療中断者について、関係機関

からの適切な受診勧奨、保健指導を行うことで治療に結びつける。また、糖尿

病性腎症等で通院する患者のうち重症化するリスクの高い患者に対し、主治医

の判断により保健指導対象者を選定し関係機関と連携した保健指導体制を構築

することで腎不全、人工透析への重症化を防止する。 

 

   

②特定検診の受診率向上への取り組み 

ア）受診率の推移 

平成２１年から平成３０年まで毎年着実に受診率が向上している 

平成２０年 ２３．８％ 平成２１年 １９．３％ 平成２２年 ２０．２％ 

平成２３年 ２１．１％ 平成２４年 ２２．９％ 平成２５年 ２３．５％ 

平成２６年 ２４．７％ 平成２７年 ２５．１％ 平成２８年 ２７．９％ 

平成２９年 ２８．６％ 平成３０年 ３０．４％ 

 

イ）未受診者への受診勧奨 

対象者】 

・過去５年間に１回でも受診歴のある方 

・平成２９年度の国保新規加入者 

・市内の病院に定期通院されている方 

・４０歳、４５歳、５０歳、５５歳、６０歳、６５歳、７０歳の方 

     方 法】 

     ・文書郵送 １回目（８月）５，８１０件郵送したうち、７５２人が受診 

           ２回目（１２月）３，３２５件郵送したうち、４０８人が受診 

     ・電  話 （１０月）３，１９９件電話したうち、５５９人が受診 

     ・訪  問 （１１月）１６１件訪問したうち、７人が受診 

 

ウ）特定検診の項目充実 

特定検診の項目にはなっていない「貧血検査」を独自に追加。また集団検診では

心電図検査をオプションで追加可能とした。 

 



エ）特定検診と人間ドックの同時実施 

特定検診と人間ドックで重複する検査項目を特定検診として実施し、特定検診相

当分の費用を市が負担することで受診率向上をはかる。その結果、検診内容が把

握でき特定保健指導へ活用することが出来る。 

 

 

  ③今後の課題について 

   ・特定健診受診率の向上（福岡県内での比較ではまだまだ低い） 

    その為には･･･低受診率地域への集中的勧奨 

           若い世代への勧奨 

   ・重症化予防の保健指導の充実 

    未治療者、治療中断者への更なるアプローチ 

 

 

２ 質疑応答 

  Ｑ．特定健診と人間ドックの同時実施について。年度別の受診者数を見ると平成２７ 

年度だけ数字が高く、その後はまた平均値に戻ってしまっているが、平成２７年 

度だけ受診者数が伸びた理由は？ 

  Ａ．この事業は平成２６年度の年度途中からスタートしており、平成２７年度に周知も 

行き渡り目新しさも相まって一時的に受診者数が伸びたと拝察するが、平成２８年 

度からは平均値に戻っており、具体的理由は分からない。 

 

  Ｑ．未受診者への受診推奨のため郵送しているはがきについて。見本を見るとハガキの 

表面に予約申し込みの個人情報を記載するようになっており、第三者でも見えてし 

まうと思うが、クレームなどはないか？また未受診者宅を直接訪問した際の相手の 

反応は？ 

  Ａ．健診予約についてはＨＰなどからも行えることもあり、ハガキの記載方法について 

のクレームは今のところ確認していない。また、直接訪問した先についても邪険に 

されることは少なく、むしろ「わざわざこんな所まで来てくれたんだから、受診し 

ないと申し訳ないね」といった反応の方が多い。 

 

 

３ 所  感 

  健康寿命とは「継続的な医療・介護に依存せず、自立した生活が出来る生存期間」この

ことであり、多くの市民が歳を取っても健康に暮らせることで地域の発展にも貢献でき、

ひいては医療費削減にも繋がる。大野城市はこの点に重きを置き諸政策を推進している

と感じた。我が市は大野城市に比べると高齢化率が非常に高い。お年寄りの多いマチだ

からこそ、我が市もより積極的に「健康寿命の延伸」に取り組むべきと考える。 



令 和 元 年 度 

民生常任委員会 行政視察報告書 
 

【視察先】 福岡県県三井郡大刀洗町大字富多８１９番地大刀洗 役場庁舎２階協議会室 

【視察日時】 令和元年１１月７日（木） １３時００分～１４時３０分 

【視察内容】 産後ケアの取り組みについて  

【対応者】 健康福祉課  健康支援係 渡邊 章子 

【報告者】 稲田 保子 

 

１ 人口１５６５２人  年間出生数 １５８人 

  出生率１０．９  全国７．６  高齢化率  ２７．４％ 

健康支援課（母子保健業務に関わる専門職） 

  保健師２名 嘱託看護師（子育て世代コーディネーター）１名 嘱託管理栄養２名  

産後ケア事業は平成２８年１０月スタート。「産前産後サポートセンター心ゆるり」 

古民家を改装した施設。運営は経験豊かな助産師さん。産後４ヶ月までの方総て対象利用申

請なし。メニュー 日帰り型。訪問型。母乳育児相談。 

※ 助産師さんの家庭的な雰囲気、人柄で利用者から感謝の声。 

宿泊型が会ったが、経営の面で難しく休止。 

 

○質疑応答 

Q 全国的に早く導入した理由は・・・国のプロジェクトでスタート。 

Q 産後ケア事業開始後産院の利用状況、出生率の推移は・・・質の高い委託先があって実

現したが、まだ微増。 

Q 里帰りなど妊婦健康診査費支給制度の利用状況は・・・・３～４回検診。 

                            妊婦通院交通費の支援無し。 

Q 町内外の子育て支援に関わる関連機関のネットワークは・・・・町内の２関係団体と月

１回で意見交換会。 

 

Q 提携助産院などとの情報共有の機会は・・・委託先が１ヶ所なので随時 

Q 今後の課題は・・・宿泊型をどうするか。費用の面で経営と、利用者ともに問題を抱え

ている。 

○所感 のどかな田園にある大刀洗町。民家を改装した施設「心ゆるり」そして助産師さん

の暖かい笑顔お人柄が産後ケアの柱になっているようです。色々不安を抱えている産婦さん 

が、新しい命を育む素晴らしい環境にあると思いました。この環境ではどんなことでも 

相談できるような気がします。「心ゆるり」産後サポートセンターの視察と、写真の助産師

のお会いできたらと思いました。 



令和元年度民生常任委員会行政視察報告書 
【視察先】福岡市立中央児童会館「あいくる」 

【視察日時】令和元年 1 1 月 8 日(金) 9 時 3 0 分~ 1 1 時 2 0 分 

【視察内容】中央児童会館あいくるの取り組みについて 

【対応者】福岡市子ども未来局こども部青少年健全育成課中上課長 

あいくる諸熊館長片本副館長 

【報告者】人見哲哉 

1 説明内容 

①設置目的→児童に健全な遊びを与え、その健康を増進し、情操をゆたかにするこ

と 

を目的とするため 

②建替えに至った経緯・背景→施設の老朽化及び、耐震改修が必要だったため

ニューアル後の取組みについて 

(1 )利用対象者を「おおむね小学生以下」から「おおむね 1 8 歳未満」に拡大 

(2)利用時間を「9時~ 1 7 時」から「9時~ 2 1 時」に拡大 

(3)既存の機能に加え、以下の新たな機能を追加 

・乳幼児を一時的に預かる「一時預かり事業」を実施 

・乳幼児から中高生までの世代交流促進のための事業を企画・実施 

・公民館で活動されている地域の子ども・子育て支援の場に職員が出向い

て支援する事業を実施 

①平成 2 8 年 4 月リニューアルオープン後の利用実績について 

旧施設の平成 2 5 年度の状況利用実績が 1 2 0、1 8 0 名に対し、リニューア

ル後の平成 2 8 年度は 1 8 5、6 3 3 名の来館があり、約 5 4 %増の利用状況 

2 質疑応答 

①児童会館や「子どもプラザ」とバンド練習などができる施設を一つの建物に作ろ

うとした理由は何か 

→乳幼児親子の居場所や子どもの遊び場を提供すると共に、中高生まで利用対象

を広げ、バンド練習やダンス練習、自習の場も提供し幅広い世代の交流を図るため 

②市内各地の児童館の設置状況は 

→福岡市では中央児童会館以外に児童館は設置していない。中央児童会館は交通

の利便性がよい場所(中央区)に設置し、市内全域から利用できる常設の施設と

して、遊びや体験、交流の場を提供している。市内各地には約 1 5 0 カ所の公民

館があり、そこで子どもたちの対応をおこなっている 

3 中高生の利用状況は 

→旧施設の平成 2 5 年度は、1 3 3 0 名程度だったが、リニューアル後の 2 8 年度

から 3 0 年度はそれぞれ、9 4 9 0 名、1 2 7 7 1 名、1 5 3 1 7 名と大幅に年

を追うごとに増加している 

①今後の課題は 



→異年齢・異世代の交流を掲げ取り組んでいるが、中高生世代の割合がまだ少な

いため、バンドやダンス、学習以外にも中高生の居場所として利用して欲しい 

3 所感 

「あいくる」は 3 つのフロアーと屋上、それぞれが異なったコンセプトで運営され

ており、乳幼児から中高生までの幅広い子ども世代が安心して楽しく過ごせる施

設として運営されていることに感銘を受けました。職員数は全体で 3 1名で、その

うち 2 6 名が保育士の資格を所有しており、「あいくる」内だけではなく、市内 7

つの体育館や公民館に「出前児童館」として出向き、アウトリーチ活動にも力を

いれていることに対しても、子育てや青少年育成に対する福岡市の熱意が感じら

れました。季節や対象を変え、「タ涼み会」や「親子しめ縄作り教室」「おもちゃ

替えっこバザール」「F U K U 0 K A じどうかんフェスティバル」「青春祭」など、

様々な行事を企画・運営していることに対しても先進地域としての凄みさえ感じ

ました。 



【行政視察 写真】 

久留米市                  

 

大刀洗町                   

 

 

福岡市                   福岡市（現地視察） 

 

                      


